
名簿Nlo

ス告 旬 転  ● ス  ● た  り
詩

　

題ａ
‐
一

‐
○‐‐
一

萬
　
人

ぬ
　
願
　
　
癒
　
傷

痕 ◎

爾・

後 .

十
°

年 ○

猶
°

水・

恙 ●

‐（‐〕二　引‐

晟
　
皓

招
°

・・
　
‐一‐
‐［「‐
‐

断
　
魂

黒・二
|

波 O

突・

然 。

激・

震・

襲
・

村
°

-

村 ◎

来

日
本
人
震
災
後

一

午
ユ
‐́
ぶ
韻 |

|

下 し えみ読

万
人
　
綸
願
す
　
傷
泉
を
癒
や
す
を

|

|

爾
後
　
十
年

猶

お
水

だ
恙

れ
ず

|

|

|

厳
皓
な
る
黒
波
　
断
魂
を
招
く

|

村

々
を
襲

い

|

突
然

の
激
震

|

|

来
日
本
人
震
災
後

一
旬
に
感
有
り

語盆 其薇 作諸メモ

神
奈
川
県
漢
詩
逍
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
言
雀
句

）

作
詩

曰

千

仄
式

今
わ

二
年

二
月
十

日

千

た

式

Ｚ

前

牛
ム
　
知
彦

そのlLの メモ



名簿No

′告 匂 転  ● ネ ・● た ●
詩

　

題審 ● 到・ 眺 ● 春 ○

居 O 着・ 笙 ● え ○ 諸
恙
レ曇

口́
下
訪
コ“
紹

Щ
‐
「

「列

‐

終 ○ 驚 ○ 率 ○ 伊 ○

日 ● 妊 O 窓 ○ ユ ●

獨 ● 隋 ● 景・ 呪・

格 ○ 閑 ○ 晨・ 回 O

詩 ◎ 散・ 宜 時 ◎

henn

終
口
　
塾
居
し
て

独
り
詩
を
拮
る

到
着
し
て
驚
き
舛
る
　
隋
は
閑
散
な
る
を

卑
な
か
ら
の
眺
笙
　
景
　
晨
も
宜
し

島
ん
の
伊
ユ

囃
ゃ品

る
嘩

繁
|

魚
|

す |

昔
口   ‐

下 |

湿
泉
町
を
訪
ぬ

語盆 英次 作詩メモ

神
奈
川
県
漢
詩
逍
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
言
絶
匂

）

作
詩

ロ

千

仄
式

今
わ
二
年

二
月

千

起

式

名

前

宇
野
次
郎

そのにのメモ



名簿No

結  句 転  ● ネ ●
詩

　

題唾 ● 録 ● 移 ○ 新 ○

た・ 風 0 J木 0 樹 ●
縁
陰
煮
恭

先

韻

閑 ○ 力 ○ 枝 O 戌 ○

翁 O 水 0 移に ●| 陰 ○

恭 O 清 O ′
1ヽ ● 首・

一- 0 無 O 窓 O 夏・

煎 ◎ F民 ● 前 ◎ 人 ◎

hayasi

暉
ぜ

の
印
締

恭

卑
ぜ

響
膚
　
終
の
妊
く

爬
り
結
し

清慣

衆
ダ
移
し

彎
仄
す
し
よ
う
さ

い
　
　
　
　
　
一一，
ヽ

小
斎

の
前

姓
ぷ
　
僻
だ
す
　
都
だ
の
だ

|

裂
囲

ち
や
　
　
　
　
　
に

恭

を
煎

る

多金 共次 作詩メモ

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
言
絶
句

）

作
詩

ロ

千

仄
式

今

二

・
ニ

名

前

岡
嗚

　
宣
昭

その他のメモ



神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
言
絶
句

）

′吉 旬 転  ● ネ 句 た 0
詩

　

題焼 ○ 江 ○ 秋 ○ ,各 ●

入 ○ 幸・ 李・ 陽 ○

先
　
韻

者
都
名
刹
楓
林

幾・ 照 ● 風 O 七 ●

日 ● 出 ○ 清 O 寺・

せ ● 無 ○ 名 O 楓 ●

ノ` O 「民● 刹 ● 林 0

然 ◎ 好 ● 前 ◎ 永 ◎

えじ下み誂

人
を
焼
く
こ
と
幾
口
ぞ

せ
人
も
ま
た
然
り

江
幸
　
出
を
照
ら
す
　
隕
う
な
く
好
し

秋
季

風
清
く
　
名
刺

の
前

洛
陽

の
吉
寺
　
楓
林

の
泉

|

サ
都
名
刺

の
楓
林

名簿No 4

逍́
や
境
内
、

庭
園

に
は
こ
禁

が

一晴
人
に
恙

ま
れ
た
日
に
名
刹

と

¨
る
と
、

売
内
だ
け
で
な
く
速
景

′、

ま
る
で
“
が
燃
え
て

い
る
よ

一
例
え
ょ
う
も
な

い
の
で
す
が
、

、
き
る
０
が

い
つ
ま
で

つ
づ
く

の

（
生
も
ま
た
泄
年
を
４
え
て
も
、

ヤ
な

い
…

（
作
詩

メ
モ
）

作
詩

ロ

千
人
式

杢

和

二
年
十

一
月

千
　
た
　
式

名

前

高
格
幸
雄

そのlLの メモ



名簿No 5
′著 旬 転  旬 ネ  旬 た 句

諸

　

題能 0 ′
1ヽ ● 二 ● オ ○

詩 ○ 急 ● 部 0 風 ○ 初
ふ
逍
逹

―― ● 林・ 梅 ○ 軽 ○ |

婁・ 亭 ○ 園 O 呪・

恙 ● 倫 ○ 酒 ● 促 ●

懐 ○ 醍・ 檻・ 迪 0 友

韻
揺 ◎ 醸・ 窯 ◎ 逹 ◎

えじ下み読

キ
を
紺
く
せ
ん
と
↓
肇
ご
郵
留
れ
る

林ι

亭F

に
′
1ヽ :

恙ニ
し

饂ι

醸 :

を

愉お

し

む

ひ
な
　
　
　
　
い
た
　
　
　
　
ば

い
え
ん
　
　
　
　
　
Ｌ
●
　

・
■
つ
　
　

　

　

か
ま

部
に
二
り
梅
園
に
酒
橋

の
窯

|

|

が
鮮
『
嚇
巻
彗

を
鐸
す

し
よ

Ｌ
●

Ｌ
　

し

よ

，
よ

，

初
春
迪
選

語_t 典茨 作詩メモ

沖
茶
川
県
漢
詩
逹
盟
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
北
言
絶
匈

）

作
詩

ロ

千
仄
式

Ｒ

３

　

３

　

６

千
　
起
　
式

名

前

式

口
　

一
郎

その社のメモ



神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
を
言
亀
句

）

浩 ● 転 句 ネ ● た ●
詩

　

題源頁 01 所・
|

|

萬・ 恙・

際● 期 0 民 0 痰 ● 今 |

わ

二
年
憶
奥
林
匹
鬼
運
動
含

韻
|

多
い

焼・ 奥 0 恣 ● 委 0

争 0 理・ 燿 0 生 O

災 0 本・ 市・ 得 O

禍 0
|

邦 Ol ヤ ○ 突 0

除 ◎
|

夏・ 虚 ◎ 力 。

えし下み読

轟
わ
く
は
な
争
に
階
し
て
始
ぽ
解
か
れ
ん
こ
と
を

|

舞
尋
を
養
期
す
る
付
”
の
難

|

一が
一や
慈
ぼ

し

´
ら
，

，

　
　

●

な

て
市
ヤ
虚

し

や
一疼
磐
“ｒ
す
れ
ば
難
が

つ

た

と
し
て
伝
う

|

|

鋼
れ
ゴ
年
ォ
淑
暉
着
髪
％
ず
に
鶯
う

|

老薄N0 6
モ

Ｆ
宴

繹
」」
ｒ
リ
ン
ピ

ツ

ク

の
理
代
十

日

語

で

の
喀

称
。

奥

運
，

と
も
。

詭
（
涸
じ
‐
建
勲
白

‐
‐
　
　
‐‐
‐

語
=

作
詩

ロ

千
仄
式

今
れ

二
年

二
月
た
曰

仄
　
起
　
式

名

前

占
上
清

一
郎

その 1このメモ
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名諄焔 7

神
奈
川
県
漢
詩
二
盟
え
詩
期
会

【
詩
実
】

（
た
吉
絶
匂

）

語壺 共鷲 作著メモ

今
■
二
年

二
月
分

０
支

鵬
　
　
　
　
う

ぐ

い

ず

Ｏ
鬱
胸
　
　
　
少
積
し
た

た

０
キ

え

ヽ
■
ふ
じ

え
冠
禍
下
キ
え
公

その l_の ダモ

ぇ
斡
く
″
風
か
に
ヶ
肛
肝
く

格 :

角∵
の

キ上
た
鍵千
ヾ

か

に
資
を
焚
４

リ

疫t

鬼 t
夕
`,を

離
,

も
春

復ミ

た

回そ
る

さ

＾
´
　
，
　
　
　
た
に
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
は
な

　
　
　
　
　
た
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

黄

鵬

谷

を

出

で

花

を

訪

ね

て

来

た

る

，

ｐ

●

　

　

し

に

ヽ

か
ヽゝ

え
冠
禍
下
キ
え
芥
く

今

わ

二
年

二
月
十

二
曰



名簿No 2
語
= 
共薇 作著メモ

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
言
絶
句

）

`吉

 ● 転 ・ | ネ ● た  ●
詩

　

題長 ○ 落・ 人 ● 悩 ●

哄 O Fl●

|

|

鬼 0. 民 ○ 梅
花
嘆
沈
病

仄

額

夭 ○ | 老・ 詐 ○ 塩 ○

煮・ 梅 O 憐 ○ 痰・

惜 ● 無 0 普・ た・

花 0 1民 ● 悶 ● 何 0

泉 ◎ 牧・ 催 ◎ 災 ◎

夫じ下み読

|

、
意

に
疑
一覧
し
ヽ
継
を
貯
し
ん
で
薄
し

嵩
”
の
な
樹
憾
み
な
く
褥
じ

響 |

講
か

憐お |

ヽ
も
ん
　
　
　
お
よ

お

れ
ま

ん
普
円
催

す

障
を
憐
ま
す
癬
藤
懸
律

の
超
ぽ

ぞ

癬
，花
滋
ポ

を
灘
く

作
詩

ロ

千

仄
式

今
衆

二
年

二
月

一
〇
ロ

千

た

式

名

前

七
川
　
網

その社のメモ
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lο

′き ● 転 句 ネ 句 た 句
詩

題 神
漢
逹

え
詩
期
会
　
詩
箋

【
を
言
絶
句
】

校 ● 孝 ○ 屹 ● 口 ○

歌 ○ 笙・ 立 ● 園 ○ 逍
筑
波
山
往
時
慇
薔

尤
　
韻

●1・
|

青 〇 名 O 浩・

迪 ● 衿 O 出 O 紗 ●

故 ● 筑 ● 雲 O 水・

情 ○ 波 ○ 外・ 村 ○

留 ◎ 嶺・ 浮 ◎ 山 ◎

夫し下読    み 作
詩
口
一
今
わ
式
年

六
月

え
　
た
　
式

褥
ィ
の
訃
導

故
情
留
ま
る

郷
に
響
み
し
都
杏
　
舞
波

の
様

き

つ
り

う
　

　

　

　

め

い
ざ

ん

屹
立
す
名
山

郵
ぶ
に
ォ
か
ぶ

|

|

叫
た計
浄
鋼
に
し
て
　
ぶ
柿
齢
な
り

|

々
だ
計
を
雌
り
て
鶴
げ
配
鴎
ぅ

名

前

松
本
祐
輔

語註 共薇 作詩メモ

の
帰
途
筑
波
“
を
眺
め
な
が
ら
、
学
生
時
代
を
思

い
出
し
て



神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
言
絶
句

）

結  句 IF ● ネ ● t ●
詩

　

題虎・ 猶 ○ 束 C 梅 O

虎・ 存 0 西 ○ 去・
春

日
慇
有

真

額

空 ○ 疫 C 勇1・ ″ヒO

園 O 鬼 ● え・ 水 O

哄・ 雖 O 報・ 櫻 OI

1臭・ 花 O 花 ○ 苦・

春 ◎ 嗜・ 頻 ◎ 新 ◎

颯

爆
爆
多
即
た
り
蠅
ば

の
ぶ

は
な
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　

い
え
ど
　
　
　
え
き
　
さ
　
　
な
お
　
そ
ん

花

出

ぶ
と
雖
も
疫
鬼
猶
存
す

た
げ
卑
る
雄
濯
の
経
せ
堤
り
な
り

椰
ダ
リ
燿
村
り
て
囃
難
耀
な
り

島
El:

恙だ
有
あ

り

名簿hlo  ll

モ

■
願
階
蹟
ら‐‐ナ鮮
謝雄
ピ
・
　
‐

謡
=主

  要故

作
詩

ロ

千

仄
式

今
わ
二
年
二
月
セ
ロ

え
　
た
　
式

名

前

二
浦
　
昭
ニ

そのにのメモ

20180310第 14版



72諄No 12
′告 ● 転 ● ネ 匈 た  ●

詩

　

薫維 O 美 0 士 ● 詐○

新 O 傑・ 答 0 妊 ○

庚

吉

口
松
陰

韻

を
言
絶
句貧 ○ 数・ 松 ○ 台 ●

状● 多 O 陰 ○ 屋 ●

せ ● 明 ○ 革・ 住 ●

晶 O 革・ 屋 ● 人 O

晶 ◎ 出・ 横 ◎ 名 ◎

夫じ下み読

維
新

へ
の
す
献

世
に
品
品
た
り

|

|

数
多

の
美
傑
を
　
明
ら
か
に
革
虫

士
　
松
陰

と
答
う
　
単
屋

の
横

詐
か
知
る

●
屋
に
住
み
し
人
の
名
を

吉

口
松
陰

諄生 墓a 作詩メモ

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
と
言
忽
匂

）

作
詩

ロ

千
人
式

今
わ
　

二́
年
　
一一
月
　
エハ
ロ

千

た

式

名

前

森
谷
工
彦

そのにのメモ



神
奈
川
県
漢
詩
と
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
北
吉
絶
匂

）

結  匂 転 句 承 句 た ●
詩

　

延清 O 俯・ 全 ○ 来 ○

栄 O 嗽 ●
|

沐 ●
|

風 O 全
港
散
策

|

コ

|

|

陽

韻

巻・ 衛 ○

`` 

○
| 習 ●

濃蓼 ● | 坊 ○ 園 ○ 習 ●

暫・ 象・ 花 O 皮・

笏 ○ 姻○ 井・ 橋 ○

往 ◎ 渫・ 春 ◎ 梁 ◎

夫じ下読    み

せ

い

　

た
い
　

　

　

　

・
〓
７

　

・つ
　
　

し

ば

　

　

　

　

は

，
　

一
〓
，

清
学

の
巷

路
暫
し
笏
復

符
ガ
を
催
囃
す
れ
ば
第
魔
菱

|

|

寃
沐 =

の

」多
=き

園;

花
ハ

井
き

杏お
る

展
ζ
欝
い，と
し
て
奄
響
を
岸
り

筏
ば
撻
だ

|

|

名簿hlo  13
語
= 共故 作詩

メモ

て
ゆ
っ
た
り

と
し
た
散
歩
が
出
来
た
。

こ
の
節

人

の
往
未

も
蔵

っ

街
オ
ー
ー
市
街

ヨ
鰤

■

卜
州
＝

「ギ

えヽ
る‐

‐

‐
　

　

‐
‐

‐
　

　

　

　

‐

策
ロ
ーー
ーー

ゆ―

ら
引
引
引
川
度
　
策
――
―１
０
ね‐
く
ね
‐Ｌ
ハ
築
習
が
ら‐

０
一

―
「
バ
な
す
「
判―
「
箸
え
】―
‐
―
―
　
　
　
―

―
―
―
　
　
　
　
‐‐‐―

好
人

の
な
か
久

じ
ぶ
り

に
な
ま
で
歩

い
た
。

な

の
丘

は
す
が
す
が
し
′

作
詩

日

平
入
式

今
わ
二
年
二
月

千

た

式

名

前

諸
二
暢
義

そ )́他のメモ

20180310第 14版



`考

 ● 妹 旬 水 旬 た  旬
詩

　

題梅 o

花 O

閾・

主 ・

不・

恙 O

春 ◎

閉・

′ ●

りき・

蛾
○

珂tO

網・

出・

久・

離 0

矛・

度 ○

半 O

え・

塵 ◎

儲ざ○

寒 ○

無 O

ス し
◎

瀕 [・

工・

寂・

矛
度
梅
信

尤

韻

読 み 下 じ え

樹
だ

　
卦
を
離
け
ど
も
群
を
さ
れ
ず

|

●
ヽ
　

　

　

　

あ

戸

を

開

く

れ

ば

一
　ヽ
　
し
よ
う

ち
ゆ
　
も
う
　
い

渓
蛾
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Ｏ
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